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後から送りつけられる資料の整理が恩うにまかせないよ

うだ。何しろコピー・ サービスを含めて資料を直接担当

しているのは 1 人という状態であ る。

将来計画 将来への計画としては，裏手に発展の余地

を十分に残した敷地があり，更にノレッ ツュノレン市当局よ

り 1 万 4 千平方メ ート ノレの建築許可を得ている。主なも

のとしては約 500 万スイス ・フランをかけてハジス ・エノレ

ニ記念館(今年 7 月開館).更に 1981年には現在の航空 ・

宇宙ホーノレの地下にある船舶・観光・ ロープワェイ部門を

別の建物に独立させ，同時に中央暖房シスアムと付設工

場を作る計画がある。翌1982年 6 月 1 日は，スイスを南

北 IC貫く鉄道の要所ゴットハノレ卜 ・ トンネノレの開業100周

年にあたるので， 乙れに関連して「プットハノレ卜線」ホ

ーノレを新設し，現在スイス各地に保存されている関連鉄

道車両を一向に集める計画が進んでいる。同時に屋外展

示場全体に屋根をつける乙とも考慮中との乙とである。

「スイス交通博物館」のパンフレッ卜は日本語も混じ

え20か国語で書かれているととは有名だが，グアノレディ

ス館長は増加著しい日本人入館者のために ， 詳しい日本

語のパンフレッ トを作りたいというととで協力の要請が

あった。 とれは今年lとなって東京の交通博物館の協力を

得て拙訳で実現したととを付記しておきたい。

日本人の信用問題 以上見聞した限りの「スイス交通

樽物館」をまとめてみたが， 乙の機会 lζ一言述べさせて

いただきたい乙とがある。海外旅行の普及と共に ， 多く

の日本人が欧州へ視察 IL 出かけるのは喜ばしいことであ

る 。 入場料を払えば見学できる博物館の場合は余り問題

はないようだが，許可を得て見学させてもらう交通関係

施設などの場合，日本の悪評には耳を覆いたくなった。

確かに「百聞は一見にしかず」の諺通り，視察そのもの

は悪い乙とではない。だが忙しい時間をさいて案内をし

てもらっているのに . r無礼」としか表現のしようのな

い日本人視察団が多すぎる。私がある関係者から聞いた

話では ， 日本から20人の専門家の団体が来たが何の質問

もせず，ひどい人は説明中居眠りをしていたそうであ

る。あげくの果てに帰国後. r視察報告書」を書かねば

ならないので何か資料を送ってくれとの手紙を書いてき

たという ζ とだっ Tこ。

博物館を含めて欧州のちょっとした団体や会社なら年

次報告書や案内書(しかも英 ・ 仏 ・ 独の 3 か国語併記が

一般)があるので，それらに事前に目を通しておくのは

最低限の義務であり礼儀であろう。それでも訪問するの

はましな口で， せっかく約束を取りながら ， 直前になっ

て平気で取り消しをしたりするものがあとをたたない。

特に信用を溶とすケースとしては，会ったl時に送ると約

束した資料を送らない例などがあり ， まさに「黄害J の

感がある 。 日本語で「はい」は必ずしも肯定の意味ばか

りでなく ，間投詞としても使うが，外人相手では「イエ

ス」は必ず実行しなければならない言葉であることを肝

に銘じて欲しい。 私は経済的な理由から前回の欧州旅行

から 3 年のプランクがあり，おかげでその間，先方から

送ってくれた資料などに目を通していたので恥をかくと

ともなく. I時にはよい質問をするとのおほめにあずかっ

たが， やはり百聞に基づいての一見ζ そ価値あるものだ

と感じた次第である 。 世論I換気の意味で一言述べたわけ

である。

おわりに 門外漢にもかかわらず乙の誌上で 2 固にわ

たり拙稿を発表させていただいたのは，私が入手したグ

ーターは私個人ではなく ，日本人全体IL提供されたもの

と考え，何らかの形でZ公表する ζ とが私IC寄せてくれた

欧州の関係者の好意に報いることにもなると思ったから

である。とれらの博物館を訪れる際には，是非拙稿を踏

み台にして，更に発展させた質問をお願いして築をおく

乙とにする 。 (以上)

jj]'j巻46号 lζ統き ， 植田信行氏に執筆をお願いした。今

回は博物館運営だけでなく ， ヨ ー ロッパとのつきあい方

にまで， 話を拡げていただいた。国際交流の盛んな今

日 ， 経験豊富な氏の御指摘が参考となれば幸いである。

(編集委員佐藤美知男〕
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【新しい展示】

ミニ S L 復活記
山口県立山口博物館

SLが復活したので紹介する。国鉄山口線K SLが復活し， 全国各地から SL フアジ

がおしかけているが，乙のほど県立山口博物館にもミ ニ 当館ICは，昭和33年 IC県立下松工業高校から寄贈を受
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けた C62型ミニ S L , 15分の 1 模型を展示していた。乙

れは ， 同校の生徒たちが製図から木型作り，鋳造切削ま

で，すべて生徒自身の手により製作し ， 昭和26年度の山

口県科学振興会へ出品 ， 特選に入賞したものである 。

と乙ろが， ζ のミニ SLは当初は石炭をたいて走る設

計であったが， 科学展の出品期限の切迫などもあって，

動かせる段階までには到っていなかった。博物館として

は何とか動かしたいものと考え，その相談を同校にもち

かけたところ ， 幸いにして， 現校長が昭和26年当時，機

械科の科長で生徒たちを指導してミニ SL製作lζ取り組

んだ方だったため， ζ のミニ SL復活に大いに乗り気 lこ

なられ，話はとんとん拍子に進んだ。

学校では，当初は ζ のミニ SL を修理，改造するつも

りであったが，分解して調べてみると強度その他から不

能とわかり，それならば新 し く作った方がよいという結

論になった。 新しいミニ SL は，レールグージから割り

出して 8.5 分の 1 と決定，その費用はレーノレ等を含めて

およそ70万円 と算出 された。 費用の支弁については，山

口県教育財団が国際児童年を記念して， 同校へ製作を依

頼し， できあがったものを博物館へ寄贈する乙とにな

り ， ミニ SL の本体分50万円と展示説明パネル費用12万

円の拠出を受ける こ とになった。レーノレ代等の20万円は

博物館で負担し ， いよいよミニ SL製作が本格化 した。

しか し， 工業高校の先生方にとって動くミニ SL の製

作は初めての経験なので，不明な点も多く ， その解決の

ため交通博物館や先進工業高校など，東京，大阪へも数

人の先生方が派遣され資料が集められた。学校内での直

接の製作の担当は機械科で，中でも若手の 3 人の先生を

中心にプロジェク ト チームが組まれ， 土曜， 日曜日も返

上しての製作作業が続いた。 レーノレの溶接 ， 部品の製図

など生徒にできるととろは実習の一環として授業に組み

込まれた。試行錯誤を繰り返し， 試作品がいくつも作 ら

れ検討され， よりよいものが製品となった。 例えば， 汽

笛などは音楽の先生が本物の汽笛の音から和音を見つけ

出し，それの近似の笛がいくつか試作され，もっとも本

物 lζ近いものが採用された。

このようにして学校あげてのミニ SL製作で 7 月初旬

延べ 3 ， 000 時間を費しての作業も終わり初運転に成功，

7 月 14 日夏休み前の生徒たちへの披露と報道発表をかね

て ， 荒外装のままミニ SL運転披露式が同校の校庭で行

われた。 とのことは日本テレビ系ズームインという番組

で全国へ放映された。

披露式後， 一旦分解され一つ一つの部品の詳しい図面

が作られ， 動輪やシャフ 卜 にはメッキを，外装部分は塗

装へと専門の工場へ外注され化粧直しが行われた後 8 月

1 日に山 口博物館へ運び込まれた。 このミニ SL は ， C 

62型 ， 8.5 分の 1. 5 インチグー ジ ， 全長 2 ， 700 ミリ，

重量は炭水車を含め 150 キロ ， その他に子供が 1 両当た

り 6 人乗れる客車が 2 両， レーノレは直線で40mで=ある 。

その姿は ， 普通よく見かけるレーノレグージと縮尺グー

ジの異なったずんぐりスタイルのものとは逢って， 全体

が正確に 8.5 分の 11ζ縮尺しであるため ， 写真に写しで

も本物と違わない程の迫力と重量感にあふれでいる 。

当館では， 8 月 2 日から 3 日間博物館の前庭に40 m直

線レーノレを敷き ， 披露運転を行うとともに，苦労してミ

ニ SL が誕生するまでの下松工業高校での製作過程の写

真パネル， 試行錯誤を重ねた試作品の数々や SLの原理

説明図などもあわせて展示し， 教育的効果をはかった。

披露運転会には ， 毎日 300 人程度の子供たちが押しかけ

終日にぎわった。子供たちの中には初めて石炭を見るも

のもあり，煙と石炭特有のにおい と SL独得の蒸気排出

音lζ魅せられ ， 3 日間通いづめの子供 もいた。

披露運転後の現在は ， 理工展示室の特別展示ケース中

に納まって観覧者の注目を引いている。時々は運転会も

行うつもりであるが， 重量的に移動がなかなか困難なの

で ， 年lζ 1~2 回程度になるであろう。

動態展示， 静態展示いずれにしても ， 当館にとっては

貴重な目玉資料が増え，館員一同大変喜んでいる 。 乙の

紙面を借りて ， 寄贈していただいた山口県教育財団，学

校中をあげて製作いただいた県立下松工業高校， とりわ

け ， 寝食を忘れ製作lζ没頭された中野， 藤林 ， 西村先生

l乙厚くお礼申しあげる 。 (佐伯陽一)
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